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ては不明である。今回我々は、 膵液漏患者より分離された細菌株を用いて、膵液漏の key 
enzyme であるトリプシノーゲンの活性化についての実験を行った。 






【結果】当科で感染対策を行う以前の 2013 年 3 月までの PD 施行症例 50 例中、Grade B/C
の膵液漏は 9症例(18。0%)に認めた。Enterobacter cloacae と Pseudomonas aeruginosa は
Grade B/C の患者より分離され、これらの細菌の培養上清はトリプシノーゲンをトリプシ
ンへ活性化した。また、この現象はプロテアーゼ阻害薬によって阻害された。 
Trypsinogen-Zymography では、Pseudomonas aeruginosa の培養上清中のトリプシノーゲン活
性化バンドを 50kDa に認めた。 
【結語】これまでに細菌によるトリプシノーゲンの活性化の報告はない。本実験では

















2. 重要性  
当科の加藤らの研究により膵頭十二指腸切除術後の閉鎖式ドレーンの導入により膵液
瘻が減少するとの新しいエビデンスが生まれた。 (Drain selection reduces pancreatic 






































































A:実際に、Zymography で認めた 50kDa のバンドを切り出して、再度質量分析を行い
ました。しかし、SDS-PAGE と異なり Zymography においては、ゲル中にトリプシノ
ーゲンの蛋白が多く含まれています。このため、恐らく緑膿菌の培養上清中のトリプ
シノーゲンを活性化するプロテアーゼの蛋白量より、切り出したゲル中のトリプシノ
ーゲンの蛋白量の方が多かったため、50kDa のバンドのペプチドを検出することがで
きませんでした。  
Q:腹腔内にプロテアーゼ阻害薬を注入する等の治療方法はあるか？  
A:膵液瘻が発生した時に、フサンや FOY 等のプロテアーゼ阻害薬で洗浄するという報
告もありますが、この効果についてはまだ一定の見解が得られておりません。  
Q:ドレーン自体が膵液瘻を感知するようなシステムの開発可能か？  
A:貴重なご意見ありがとうございます。今後の検討課題とさせて頂きます。  
 
 
 
本論文は、上記の内容を踏まえ主査・副査で協議した結果、学位論文に値すると評価され
た。  
